舌切除患者の音声改善のために新しく設計した平面型人工舌の有用性 by Nagatsuka, Hiroaki















































舌の欠損及び構音機能に異常がない健常者 20 名（男性 10 名 女性 10 名 平均年齢 26.3±1.8
歳）に対して舌運動抑制装置を装着させ，舌欠損状態を疑似的に設定し，舌抑制型マウスピース，








装置非装着，TSA 装着，TSA+AT 装着，TSA+FTS+flat-PAP 装着の条件での 100 日本語単音節によ
るテストの音声明瞭度の結果は，それぞれ，90.2±5.2％，36.8±8.0％，53.4±9.8％，および 64.5±
8.2％であった。装置非装着，TSA 装着，TSA+AT 装着，TSA+FTS+flat-PAP 装着の条件での日本語
40 単語によるテストの音声明瞭度了解度の結果は，それぞれ，98.6±1.0％，74.2±5.6％，85.4±3.9％、，
および 89.5±3.8%であった。北風と太陽」を読んだ会話明瞭度の結果は，それぞれ，1.0±0.0、，3.4
±0.5、，3.2±0.5 および 2.8±0.3 であった。 
 
【考察】 
Stelzle らの臨床報告においては，歯列のある健康な成人（59±12 歳）の音声明瞭度は 69.79±10.60％
であり，新しい上顎総歯装着者の音声了解度は 66.93±9.21％と報告されている。また、松井らは，
がん患者の舌再建手術後の言語機能の回復に関する多施設共同研究において，音声明瞭度テストは，
舌の片側切除もしくは前方口腔を正中の 3 分の 2 以上の深さまで切除している患者グループの日本
語 100 単音節を実施している。切除後，舌の残りの可動部分の状態は，この研究で TSA を使用し
て舌の動きが制限された状態と類似していると推定される。彼らの研究においては，再建手術後の
この患者グループの音声明瞭度テストの結果は 41.5±20.2％と報告されている。本研究においては，
TSA を用いた舌抑制状態における発音明瞭度試験結果は 36.8±8.0％であったが，FTS の装着によ










































１） 条件①では，音声明瞭度評価のすべての項目で最も低い値を示し，他の 3 条件と有意な差を認めた。
このことから，舌運動抑制装置の装着によって被験者の舌運動は抑制されることが示された。 
２） 条件③は，条件①，条件②に比べて全ての評価項目で有意に高い音声明瞭度を示した。 
３） 日本語 100単音節に基づく音声明瞭度について，条件②では 1 回目と 2回目に有意な差は認められな
かった。一方，条件③では，練習後の音声明瞭度は有意に高い値を示した。 
４） 通常の治療に用いる舌接触補助床と比較し，平面接触型舌補綴装置の作製は容易であり，装着・使用
に際しても，装置接触面の調整は全例で不要であった。 
以上の結果から，今回考案した平面接触型舌補綴装置と上顎PAPの併用が構音機能改善に有用で
あることが示された。本研究で考案された補綴装置は，手術後の口腔内形態の影響を受けにくく
比較的容易に作製できることから，人工舌による補綴治療を容易かつ効果的に実行可能とするこ
とが示唆されており，今後の臨床応用に際して有用な知見を与えるものとして評価できる。  
よって，審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
